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わたしも育ちあう

参加
無料

非常食体験‌非常食体験‌

会場：横浜市庁舎 横浜市市民協働推進センター‌
                               ‌スペースAB‌

3 7 土‌ 10:00-11:40‌

2/9から
受付開始！

金魚鉢トーク‌

国際女性デー‌
トークイベント2026

申 込

プログラム

横浜ローカルにこだわって長年活動をしてきたゲストスピーカーを迎え、地域活動・市民活動に‌
発揮してきた力、そこで生まれたおもしろさ、地域の魅力、人のつながりやこれからの夢につい
て、それぞれの目線で語り合‌い、分かち合います。‌どなたでも、ご参加ください。‌

話し合おう、聴き合おう～地域を拓くチャレンジのヒント‌話し合おう、聴き合おう～地域を拓くチャレンジのヒント‌

お問合せ 電話：045-714-5911 　　https://www.women.city.yokohama.jp/m/

主催：男女共同参画センター横浜南　協力：横浜市市民協働推進センター‌主催：男女共同参画センター横浜南　協力：横浜市市民協働推進センター‌

月月 日日

志、想い、見えない営みをギュッとつめこんだプロジェクト始動！

参加：先着順３０名　興味のある方ならどなたでも

会場：横浜市市民協働推進センタースペースAB 

　　　・みなとみらい線「馬車道」1C出入口直結

　　　・JR・市営地下鉄「桜木町駅」徒歩3分

費用：無料

申込：電話または、フォーラム南太田ＨＰ申込フォーム

～想いをつなぐ活動の現在地

オープニング「横浜の女性たちの歩みが伝えてくれるもの」オープニング「横浜の女性たちの歩みが伝えてくれるもの」

塚原泉　（特定非営利活動法人親がめ 理事長）‌ ‌

北原まどか（認定特定非営利活動法人森ノオト 理事長）
高村典子 （都橋はる美プロジェクト主宰／横浜市地域まちづくり推進委員）
原島隆行 （特定非営利活動法人まちｘ学生プロジェクトplus 常務理事）

スピーカー　　
モデレーター　　

横浜市中区本町6丁目50-10横浜市庁舎1F



金魚鉢トークとは？‌

登壇者プロフィール‌

参加者が二重の円（内側と外側）になって座り、外側の円に座る人が、

内側の円で行われている対話を見聞きする形で進める対話手法です。‌

水槽の中の金魚を外から眺めるような構図になることから、‌

「金魚鉢トーク」と呼ばれています。‌
今回は、モデレーター1名とスピーカー3名が内側の円に座り、‌

テーマに沿ってトークセッションを行います。参加者は、その場のやりとりを

囲むように座って聞きながら、時には全体での質疑応答や意見交流も交え

て進行します。‌

金魚鉢

塚原 泉 NPO法人親がめ 理事長・（一社）ラシク０４５ 理事

モデレーター

フォーラム南太田
男女共同参画センター横浜南

電話：０４５－７１４－５９１１
住所：横浜市南区南太田1-7-20
休館：毎月第３月曜日・年末年始

●荒天、天災等によって、本講座は、中止・延期・開催方法の変更をす
る場合がございます。あらかじめご了承ください。
●提供された個人情報は、今回の事業実施のみに利用し、その他の目的
で利用することはありません。
●フォーラム南太田は、公益財団法人横浜市男女共同参画推進協会が管
理運営する男女共同参画センターのうちの1つです。

202602

地域づくりを担う児童館に10年勤務。
退職後、生涯学習グループ活動、白幡の森プレイパーク運営、
「神奈川区すくすくかめっ子事業」等を通して、地域の中でチームで学びを深めネットワークを
培った。2007年NPO親がめ設立、地域子育て支援拠点かな―ちえ運営を受託。
多分野と手をつなぎ、対話の場づくりを続けている。

北原 まどか 認定特定非営利活動法人森ノオト 理事長

スピーカー

横浜市青葉区で、暮らしの足元から持続可能な社会を創造しようと2009年11月に
ウェブメディア「森ノオト」を創刊。市民ライターを育成し、メディアを軸に地域と人を
つなげながら、コミュニティデザインや市民活動の発信力UP支援、
「捨てるとつくるを楽しくつなぐ、めぐる布市」などの事業を行っている。

高村 典子 都橋はる美プロジェクト 主宰／横浜市地域まちづくり推進委員

スピーカー

大学卒業後、地方テレビ局を経て広告会社に勤務。1999年にMMクラブ21に参加し、
会報での活動をきっかけに横浜・野毛の都橋商店街で「Women’s Networking Café はる美」を開設。
週末限定バーや日替わり店主バーなど実験的な場づくりを行う。コロナ禍を機に実店舗を閉じ、
「都橋はる美プロジェクト」として各地で活動。2025年6月に京都へ移住後は、商店街等を拠点に、
「しまんと新聞ばっぐ」の紹介を通じて、学生や地域の人々と交流している。

原島 隆行 特定非営利活動法人まち×学生プロジェクトplus 常務理事

スピーカー

横浜市の社会福祉法人に入職。介護現場で経験を積み、同市の地域福祉の拠点となる地域ケアプラザ
の地域活動交流コーディネーターを9年間勤め、現在は地域ケアプラザ所長。
2022年には現職の他、「世代を超えて想いをつなぐまちづくり」を理念に活動する「NPO法人まち×
学生プロジェクトplus」常務理事を務めるほか、大学や専門学校等での人材育成、「すごろくファシ
リテーション」の考案者でもあり、“まちづくり”の推進に尽力している。

※このイラストはイメージです


